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は じ め

上松町に有ります、のむら木材株式会社が現地に計画しておりました

資材倉庫（後にドライブインに変更）が着工のされるとの連絡が有り、

急きょ関係機関と協議を行い記録保存のための発掘調査を実施すること

と成りました。

遺跡そのものは、本来現状保存が最善とされておりますが、今回の場

合は、止むを得ず発掘調査をし、記録保存をしなければならない状況に

あります。その結果、発掘調査を木曽郡町村会に委託し、調査員として

神村透先生並びに百瀬忠幸氏、松原和也氏にお願いすることにしまし

たo又、作業には、近くの住民の皆さん方にお願いしましたo

今回調査の対象となったお玉の森遺跡は、過去7回に亘って調査され

ておりますが何れも開発に伴うものであり、いささか自戒の念が無い訳

ではありませんが、これも致し方無いものと考えます。

さて、今回の発掘では、縄文時代中期後半の竪穴式住居士ti:が9軒、土

旗1ヶ所が検出されました。又、遺物としては完形土器2個、特に釣手

土器の発見は、特筆に値するものと考えられます。

以上のような結果で調査を終了しましたが、本調査にご協力をいただ

いた関係者の皆様方、調査報告書の執筆をしていただきました、神村

透先生には、心より厚くお礼を申し上げます。

平成10年3月

日義村教育委員会教育長 長谷川 悦 夫



例

1.本報告合は、木曽郡上松町のむら木材株式会社が、新規事業を計画し日義村に土地を求めた。

その事業地内の緊急発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、長野県教育委員会文化謀の指導で、日義村教育委貝会がのむら木材株式会社か

ら委託を受けて行なった。

3. 日義村教育委員会は、木曽郡埋蔵文化財調委託実施要綱により、木曽郡町村会と技術指導委

託協定書を結び、発掘調査 ・整理作業、そして報告書執筆を委託した。

4. 発掘調査は木曽郡町村会埋蔵文化財係百瀬忠幸、松原和也、神村透があたり、平成8年10月

に行なった。

5.報告書執筆は神村透が担当した。

6.出土遺物は日義村教育委員会が保管し、遺構図面、写真等は木曽郡町村会埋蔵文化財調査作

業所（上松町上ヶ畑）で保管している。
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I 遺跡の位置

お玉の森遺跡は、長野県木曽郡日義村宮の越にある （第I図7）。

日義村は木曽川最上流部にあって、水源地木祖村が北にあり、南は木曽福島町に挟まれた、中

央アルプス木曽駒ヶ岳（2,956m）を頂点として、木曽川を底辺とする三角形の村である。生活

舞台は支流にある山間部（神谷・砂ヶ瀬・野上〕、段丘部 （宮の越・原野）高原部（渡沢・元原・

小沢）に区分できる。お玉の森遺跡は段丘部の中央部にある。

木曽川の両岸に段丘地形はみられるが、左岸は南北に長く続いている。その中間に比較的に大

きな支流尻平沢JII （しっぺいざわがわ）が西流して、段Eを切って木曽川に合流している。この

川の押しだしによって木曽川は西へおされて、段丘面はこのあたりが一番巾広くなり、段_fr崖下

に木曽としては広い沖積平坦地をつくっている。（第2図）

遺跡附近の段E面は巾約400m、山麓部で襟高900m、段E端で870mと西へ傾斜する尻平沢川

扇状地がのっている。木曽川との比高30m、調査地点から木曽川への距離は約700mある。尻平

沢川を挟んで南側がお玉の森遺跡で、北側が上の原（えのばら）遺跡である。お玉の森遺跡は水

道工事、学校施設、除雪センターなどの工事に伴い緊急発掘調査が行なわれており、今回で第9

次調査となる。これまでに縄文時代住居跡4軒、平安時代住居跡30軒を調査している。これらの

調査によって、縄文時代住居は国道を挟んで尻平沢川にそって山よりにあ旬、平安時代住居は国

道から日義小中学校に分布していることがわかっている。

今回の調査地は国道より山よりにあって、昭和49年の水道貯水槽に伴う調査で、縄文時代3号

住居祉を調査しているので、住居祉の存在が予想された。この場所は以前は畑地であったが、戦

後しばらくして落葉松が植樹されて山林となっていた。山林の南部は水田が2枚あって貯水用の

堤と続いている。北西は圏道19号、北東は林道があって崖で尻平沢！｜｜へ落ちている。東南は少し

間をおいて山地となっている。

村内には50近い遺跡がある。主な遺跡をあげると（第 l図、第I表）、下の畑遺跡は野上川の

上流にあって、縄文時代早期から晩期までの遺跡があり、屋敷ヶ原一帯を狩りや採集の場とする

キャンプ地と思われる。小沢原遺跡では弥生時代前期遠賀川系土器壷と条痕文土器饗が出土して

いる。宮の原遺跡では中世の遺構と遺物が調査で検出されている。芝垣外遺跡は縄文時代後・晩

期の漬物が出土し、調査で抜歯人骨が検出された。巾遺跡では平安時代人稜鏡が出土している。

上の原遺跡では縄文時代前期、中期の住居社、平安時代住居祉が調査され、住居社内に小鍛冶遺

構を検出している。マツバリ遺跡では縄文時代中期、後期、弥生時代中期、平安時代の住居社、

縄文時代後期集石墓が調査され、木曽郡北部の拠点集落として注目されている。八幡社遺跡では

] R東海原野駅をつくる時に多量の土器が出土したという。接する下町では旧石器時代のエンド



スクレーパーが採集されている。高見遺跡は縄文時代前期末の土器が出土している。野々尻遺跡

はJR東海の複線化工事の時に調査され、縄文時代前期から後期の遺物が出土している。元原遺

跡では15C初の屋敷跡が出土し、中世陶磁器が多く出土している。小沢遺跡、では縄文時代中期の

土器が出土している。稲荷沢遺跡では縄文時代草創期表裏縄文土器や早期押型文土器が出土し、

集石炉も確認されている。 二本木遺跡では縄文時代草創期微隆起線文土器、早期押型文土器、中

期竪穴住居社、平安時代住居祉が調査で検出されている。巴松遺跡では弥生時代後期の住居祉を

調査している。地図にはおとしていないが新地からゴルフ場一帯の木曽駒高原には遺跡の分布が

多く、旧石器時代、縄文時代、弥生時代、平安時代の遺物が採集されている。

第1表 村内主要遺跡一覧表 （番号は第1図と同じ）

番 ｜日 縄 文 致、 生 平 中
遺跡名 石 そ の ｛也

号 器 草 早 Jiu 中 後 娩 首t 中 後 女＿.司’ 世

下の畑 。。。。。
2 小沢原 。 。 。遠賀川式土器
3 宮の原 。。 。。中世遺構を調査
4 芝垣外 。。 。晩期墓調査

抜歯人骨

5 巾 。 。 八稜鏡

6 上の原 。。 。 縄文・平安住居社
を調査

7 お玉の森 。。。。。 。。縄文・平安住居社を倒査

8 マツバリ 。 。。。。。。縄文・平安住居社を鯛査

9 八幡社 。 。
10 高 見 。
11 野野尻 。。。
12 7C 原 。 。中世屋敷跡を調査
13 沢 。
14 稲荷沢 。。 集石炉を調査

15 二本木 。。 。 。 縄文 ・平安住居右上
を制釜

16 巴 松 。 。 弥生住居跡を調査
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II 発 掘 調 査

l.調査に至るまでの経過

平成8年9月、上松町のむら木材株式会社 ・野村弘は国道19号に接した所有地の土地造成につ

いて日義村役場を訪ねたおり、同用地がお玉の森遺跡内にあって、埋蔵文化財包蔵地として調査

が必要であると助言された。早速に日義村教育委員会と相談し、文化財保護法に基づき、法57条

の2の埋蔵文化財発掘届を出すと共に、17日、日義村教育委員会・のむら木材株式会社 ・木曽郡

町村会とで現地協議し、試掘し遺構確認したら、日義村教育委員会が発掘調査を受託することを

決める。 21日、重機を入れてトレンチ堀りをして竪穴住居祉を確認する。日義村教育委員会は法

98条の 2による発掘調査通知を出し、木曽郡町村会と発掘調査指導及び技術指導の委託協議をし、

委託協定書を結ぶ。この結果、木曽郡町村会が発掘調査及び整理を行ない、調査にかかわる事務

を日義村教育委員会が行なうことになって、 10月1日より発掘調査を実施した。

2.発掘調査及び整理作業

発掘委託者：のむら木材株式会社野村弘

発掘主体者：日義村教育委員会教育長今井元秀（9月まで） 長谷川悦夫（10月から）

事務局倉本市雄野口英樹川上清人

発掘担当者：木曽郡町村会事務局局長上原左近係田沢文章尾崎恵子

文化財係百瀬忠幸松原和也神村透

発掘作業：斉藤寿子上条兼治上条あさ江松原政毅松原喜久子中村ふき子

内海明越取今朝雄上村由美子久保寺すみ子大戸美恵子穂原とら子

整理作業：上村由美子久保寺すみ子大戸美恵子徳原とら子

調査協力：安藤建設株式会社（重機） 株式会社パスコ（土器写真撮影）

発掘調査は、調査日程、調査賓用のこともあって日程的にきびしい条件であった。その上に遺

跡地は山林で落葉松を伐採放置したままであった。まず倒木を片付け、重機でトレンチを掘り住

居祉を確認し、その部分の表土を除去して調査する方法をとったo 10月l日から調査に入札と

にかく住居祉を調査することにして、 9ffの竪穴住居祉と土城I基を16日間で検出し、 29日に調

査を終了した。出土遺物は上松町の木曽郡町村会埋蔵文化財調査整理作業所に運び、水洗・記入・

接合・拓本・実測などの整理作業と、図面の整理・トレースもした。

平成9年度になって、図版作成および報告書執筆を作業所で神村が行った。

η
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皿遺 構

今回の調査で縄文時代中期後半住居祉9と士城lを検出した。当遺跡では今までの8回の調査

で縄文時代住居祉と平安時代の住居祉を検出しており、前者をJ、後者をHと略号し発見Jll買にi・

2・3……と番号をつけ、縄文時代住居祉は今までに4軒検出 （第42図）されているので、今回

はJ5～1 13と番号をつけ、遺物にはH0 J 4 cいうように記号した。本報告書ではJを省略す
る。

5号住居祉新、旧（第4図、図版3、4)

用地内西隅にあって、水田造成で埋められており、その下に木炭混じりの黒土があって確認さ

れた。住居社中央部を東から西へ流れる巾 Imの流水路跡があるのと、後で確認できたのであっ

たが、旧住居社内に新住居祉がつくられていてと複雑であったため新住居祉のプランを確認でき

なかったo 水路跡からは平安時代灰粕陶器が出土し、平安時代の用水路である。現在の水路は北

西6mの所にある。掘りさげたら石固い炉が検出されたが、貼り床も堅い床面も検出されず、少

し掘りさげたらもう一つ石固い炉が検出され、ローム床面もあって新旧2軒の住居祉が重なって

いたのを知った。

新住居祉

平面形は円形と思われるが不明確。南北の土居観察壁でみると （第4図）南北3.65mで旧住居

内に規模を小さくしてすっぽり入っている。壁は南壁40畑、北壁30cm、主軸方向は炉石の状況か

ら旧住居祉と同じでN22。Wである。床面が明確でないため柱穴、周溝はつかめない。旧住居祉

の床面をみても新たな柱穴はないので、旧住居祉の柱穴を再利用したものと思われる。炉は住居

中央にあって扇平な川原石を内側に傾けて円形に並べ、入口方向である北側炉縁石は細長い石を

置いて、中央を少し掘り凹めた浅鉢状になっている。旧住居祉の炉とは北にずれていて、旧住居

士JI:入口側炉縁石の上に新住居祉炉奥石が重なっていた。炉東側に台石と思われる川原石があり、

旧床面より20佃浮いていた。この住居祉に明確に伴う遺物は台石以外にはなかった。

旧住居祉

焼失家屋であり壁沿いと新住居祉床下に木炭の出土が多かった。平面形は正円形で主較はN

22。Wで入口は北である。規模は主軸で4.90m、直交で5.00m、壁高は束壁60cm、南壁58cmと比

較的深い。周溝は北東4分のlを除いて巡っており、深い所で7cm、浅い所で4叩ある。柱穴は

6本で4本が主柱で入口に対支柱があり、主軸上の炉奥に木柱ピット、入口側に入口部ピットが

ある。炉は床中央より奥よりに掘り込みの深い方形石囲い炉で炉縁石は全部残る。西側炉縁石は

板状の花嗣岩で被熱風化でボロボロになっている。炉北隅外に半割された小型丸石の基部を僅か

-4-



にうめである。床面は全面に堅く、火災にあっているため西側半分と西壁が赤色化している。上

屋が西に倒れて焼失したためと思われる。入口部両側に大きな扇平石がおかれており台石である。

西台石近くに黒曜石剥片が出土し、東台石の炉側に接して完形土器が倒れていた。奥壁にもたれ

るように大きな土器片があった。

6号住居祉 （第5図、 5図版）

用地内北西、国道19号に接してあり、 5号住居社からは北へ15m離れている。落葉松の抜根で

東西壁が崩れてしまい確認できなかったo平面形は隅丸方形で主軸はN85°Wで入口は束である。

規模は主軸4.40m、直交4.20m、壁はローム上面で束壁48cm、北壁38c皿ある。周溝は西から北に

あって、東南隅にも断続しであり、 j奈さ13から 7cmある。柱穴は6本で4主柱と入口部対支柱で

ある。入口部にピットがあり、炉の入口側床面に大きく浅いピットがある。炉は中央奥よりにあ

り方形石囲い炉であるが炉縁石は取りはずされ一部残ったり、内部に落ち込んでいる。床面は余

り堅くない。北側主柱に接して台石が置かれている。

7号住居祉 （第6図 6図服）

用地内南部中央にあって、 5号住居社より19rn束、 10号住居祉よりZOm、8号住居祉より2lm

西に離れてある。覆土中に30cm大の角礁が多く、意識的に埋められている。平面形は奥壁が直線

となる円形で主軸はN83°Wで入口は西である。規模は主軸5.50m直交5.65m、壁はローム上面

からで東壁62c皿、南壁40cmある。周溝は東南に僅かになく全周し、深さは東で14cm、西で5cmあ

る。柱穴は6本主柱で入口部は対支柱のように聞が狭い。入口部ピットがあり、南西主柱に接し

て浅いピットがあり、その壁よりに小さな台石がある。炉は床中央より奥にあって方形石固い炉

と思われるが炉縁石はすべて取りはずされ、内部は礁が充満していて人為的破壊埋没を示してい

る。床面は堅綴である。覆土中からの遺物は多い。

8号住居1止（第7図 7図版）

用地内東山よりにあって、 8～10号住居祉と 3軒接しており、 9号住居士l上から lm南西lこ、 10

号住居祉とは4m南東に離れである。覆土中には7号住居土止と同様角礁が投げこまれており、覆

土を掘りあげてわかったが、住居内に炉の北東部を壊して土検が掘られていた。平面形は東西に

長い扇円形で主軸はN37°Wで入口は北西である。規模は主軸5.lOm、直交5.80 rn、壁はローム

上面から東壁6lcm、西壁56c.皿あり、周溝は全周し16～13c皿と深い。東壁で周構が床側にふくらみ

深くなり、その中から大きな土器片が出土した。柱穴は6本主柱で、その掘りこみ状況でみると

内側に弧をなす半月形で、西柱穴でみると弦65c目、最大巾25c皿、深さ47cmあって、半割材を主柱

としていて注目される。入口部ピットが主軸方向に2つ並んであり、 Iつは周構内にある。炉は
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床中央奥よりにあり方形石固い炉であるが、奥炉縁石を残して他は取りはずされている。炉底に

は石と土器片を敷いていた。床面は堅綴である。住居内に台石はない。

9号住居士止（第8図 8図版）

8号住居祉の北東に接してあって、焼失家屋のため木炭が多い。検出上面から完形石皿が出土

した。火災時に土をかぶせて消火したのか全体的に炭化材が多く、壁には壁板材、床近くに建築

材が見られた。平面形は円形で主軸はN-Sで入口は北である。規模は主軸3.50m、直交3.70m、

壁はローム上面から東壁54畑、北壁52cmあり、ローム上部には耕作土と黒土が30叩ある。周溝は

全周し8～ 5c皿の深さで入口部には周構内と接してピットが3つ並んでいる。主柱は4本主柱で、

入口部に細長いピットがある。炉は床中央奥よりに方形石囲い炉があり、炉縁石は残る。入口側

の炉縁石は山形状扇平石を頂部が入口に向くようにおいている。炉底には土器片を敷きつめてい

る。北西主柱に接して大小の台石があり、南東主柱北に扇平石があり、その北に三角柱状石が倒

れており、立てると石柱となる。そうであると扇平石は石壇であって台石はない。

10号住居祉（第9図 9～13図版）

8号住居士止より 4m北の内部にあって、 7号住居祉より束20m、12号住居祉より東西lOm離れ

ている。焼失家屋で木炭の出土が多い。土層観察壁断面でみると、床面に接して数個の木炭層が

あり、炉の部分は落ちこんでいる。木炭層の上部には住居内中央へと山形状の焼土があり、炉の

部分は落ちこんでおり、土屋根が焼土化したように思われる。柱穴の所は磯まじり褐色土が落ち

こんでいて、住居焼失後に残っていた主柱を抜きとったためである。すり鉢状に凹んだ炉には人

頭大の角礁が投げこまれていた。壁に沿って壁板材が炭化して残り、奥墜から内側へ柱材（梁）

が炭化していて建物は西から束へ倒れたように思われる。住居内の燃焼は相当な高熱であったら

しく床面や壁が赤く焼けており、石壇や壁にたてかけてあった石が火熱で割れたり、表面剥離し

ていたり、花両岩はボロポロになっていた。平面形は奥壁が直線となる扇円形で主軸はE-Wで

入口は西にある。規模は主軸4.90m、直交5.90m、壁は束壁50cm、西壁20畑、周溝は入口部と北

壁の柱穴外側になく残る部分にあって B～6仰の深さである。入口部で周溝がピット状の掘りこ

みとなっている。柱穴は6本で4本主柱と入口部対支柱である。炉は床中央奥よりにあって方形

石固い炉と思われるが炉縁石は取りはずされてなく、内部は木炭層の上に礁が投げこまれていた。

炉と入口の中聞にスリ鉢状のピットがある。入口部には正位に埋められた埋饗があり、その埋聾

に接して内側に聞く「ハjの字形に2個の石が踏み石のようにおいである。炉奥の床には50cm大

の肩平な石と棒状の石をU状に並べ、その中央に扇平石を置いて壁沿い左右に棒状の石を置き、

固まれた中に長方形の石の無い部分がある。その中に直径lOcm、深さ20～29cmのピットが2つず

つ並んでおり、ピット内は炭化材があって木柱の存在を示している。住居内には置き石があって、
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南側は入口部支柱と西主柱に接して砂岩と花両岩の丸石がある。北側では西主柱壁側に平板石が

置かれ、その上に棒状の花筒岩があり壁によりかかっていたが、火熱でボロボロになり全体を知

ることができなかった。残る基部は丸くて直立はできない。東主柱壁側に断面三角形の長い石が

あり、火熱で割れ剥離も激しかった。接合してみたら底部に磨面が認められた。この石と石壇と

の聞の壁近くに頭部の折れた石棒が直立していた。基部は床から8c皿寓く、下は炭層であり、こ

のことは土間床でなく敷き物があったことを示す。石ではないが南東主柱の壁に接して深鉢の大

破片があった。入口部の丸石と壁との聞の床面に黒曜石剥片が集中して出土し、他の住居祉と同

様な傾向である。

11号住居祉（第10図 14図服）

用地内束隅に 3軒が固まってあって、 12号住居祉の南4m、9号住居祉の北6mにある。覆土

中に角礁が多くあり、人為的埋没されている。平面形は奥壁直線の扇円形で主軸はN44°Wで入

口は北西である。規模は主軸3.70m、直交4.20m、壁は北東壁でローム上面から61畑、北壁は19

叩で、周溝は北東壁と北壁の一部にあり深さ 6cmある。炉は床中央奥より にあって奥と南の炉縁

石を残して他は取りはずされている。入口部対支柱の中間に石蓋をした正位の埋斐がある。北東

主柱に接して小さい台石が、入口部西に長い台石がある。

12号住居祉（第11図 15・16版図）

11号住居祉の北4m、10号住居祉の北東lOmの所にあって、 13号住居祉の南部を切っている。

以前調査した3号住居祉とは12m南に離れている。焼失住居で、焼失状況は10号住居祉と同様で

ある。平面形は奥壁直線の円形で、主軸はN69。Wで入口は北西である。規模は主軸5.05m、直

交5.lOm、壁は束壁でローム上面から69c皿、西壁で44cm、北東壁は13号住居祉を切って30咽深い。

周i誌は東半分と北墜にある。柱穴は4本で2本主柱と入口部対支柱である。 2本主牲は主軸の垂

直2等分線に接レ炉の左右にあるという特徴的な配置である。入口部にはピットが主軸方向に2

つ並んでいる。炉奥に木柱ピットがあって、ピット北側に平板石が置かれ、南側には角柱状の石

が倒れており、これは石柱である。倒れた石柱頭部壁際に完形の吊手土器が横たわっていた。南

主柱の東には平板石を置いて、そこに基部をのせて円錐状の石が倒れていた。これも石柱と思わ

れる。炉は床中央奥よりに方形石固い炉で炉縁石は残っている。奥石は花柄岩で他は砂岩である。

炉東隅に丸石が埋置されている。入口側の石は山形状の扇平石で頂部を入口側に向けている。こ

の石の南端下部に土器片が入っていたo北壁沿いに台石がある。この台石や石柱は火熱で割れて

いた。入口東支柱附近から黒曜石剥片が集中して出土した。
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13号住居祉（第10図 17図版）

12号住居祉の北東に接しており、西壁が切られている。 3号住居壮の南12m、11号住居祉の北

6mにある。櫨土は角線が多く人為的埋没である。平面形は円形で西壁は排土抜根作業のため不

明確であった。主軸NSO。Wで入口は西である。壁は東壁24c:皿、北壁23cmで周構は束側半分にあ

り12～6cmの深さである。柱穴は 2本主柱で、 12号住居社と同様に炉を挟んで左右にある。入口

部ピットと南壁近くにもピットがある。炉は床中央奥よりに石形石固い炉で、左右の石が取りは

ずされている。入口側の石は山形状扇平石である。頂部を入口側に向けている。入口ピットに接

して扇平石がある。

土 壌（第12図 18図版）

8号住居社内に掘りこまれている。8号住居祉の覆土を取り除いていたら巨大な燦（65×35×

30佃）があって単なる投げこみではないとそのままにして床面まで掘りさげたら、 B号住居祉の

炉の東側をこわして直径l.80mの土械があり、その中央に巨大礁が据えられており土城の標識と

なっていた。土城は 8号住居祉床面から深さ80畑、底部が開く袋状で、底から30cm上に石皿があ

る。炉に接した内部には炉底部が崩れ落ちたために土器片が集中していた。埋没状況から貯蔵用

の土坑ではなく、人を埋葬した墓域と考えた。
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N 遺 物

5号住居祉新（第15図）

明確に 5サ住居社新とはいえないが、濯土上部出土土器片 （l～11）をあげた。いずれも縄文

時代中期後半唐草文系土器で、 旧住居祉との時間差はほとんどないものと思われる。 Iは下部出

土の16と接合する。

5号住居士止旧（第13、15、16、27、32図）

住居内東台石に沿って対把手のつく完形土器（13図2）があり、口縁を欠く小形土器（同 l）、

南壁に接しての大破片（15図12）がある。いずれも唐草文系土器でE期になる。咲畑系土器 （16

図3、4）もある。石器は少なく、打石斧 （27図l～5）、打石鍛l、石皿片 （6）、台石（32図）

がある。台石lは新住居祉に伴う ものである。旧住居祉のものは2と3で全長50咽大の偏平石で

2が入口部西、 3が東にあって、 2の台石近くに黒曜石剥片が集中していた。黒曜石剥片は16点

あって、最大は4×5叩で重さも10gある。4はカマボコ状の石を半折したもので、立てれば30

佃の石柱となるが、カマポコ状頂部に打痕があり、台石と思われる。27図7は炉北隅にあった丸

石で直径9畑、高さ6叩の大きさである。

6号住居祉（第16、27、泊、 33図）

土器はいずれも破片で、16図6～8は唐草文系土器I期、他はE期である。28、29は咲畑系土

器である。 27は下伊那系土器である。石器は打石斧 （27図8～16）、検刃石器 (17、18、28図l）、

打石斧来製品 （2、3）、定角式磨石斧（4）、厳打器 （5）、 小型方形台石 （33図l）があり、黒

昭石剥片は12点ある。

7号住居祉（13、17～19、28～30、33図）

覆土からの遺物の出土は多かった。土器は定形ではないが器形のわかる土器 （13図～5）もあ

る。 唐草文系土器I期 (17図1～5）も少量あるが、 殆どE期のものである。 下伊那系土器（18

図8、10、13～18）もある。19は後期堀之内式土器で、今回の調査ではl片出土した。浅鉢の4

片が8号住居社浅鉢大破片と接合している。当遺跡では最初の発見であるが唐草文系土偶腰部

(19図）が出土している。 石器は石と（28図的、打石斧 （7～20、29図l、2）、打石斧状石器

( 3）、積刃形石器（4～6）、玄武岩剥片石器 （7）、乳棒状磨石斧（8）、定角式磨石斧 （9～I 

l）、敵打器（12～15）石錘 (16）、磨石凹石（30図l～3）、台石 （33図2）は小形五角形の割石

で自然面を上にして入口部に置かれていた。この石裏側割面には部分的に繕面がみられる。黒曜

石はコア l点、剥片18点、チャート剥片11点がある。
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8号住居祉（13、20～23、30、31、33図）

遺物の出土は多く、土器は大破片が多く大形土器の量が多かったことを示している。器形のわ

かる土器（13図7～9）のうち、 7、8は炉成に敷かれていたのもので、 81ま筒状で下部がふく

らむ特異な形をしている。 9は大形の9浅鉢で体部片が7号住居壮から出土している。唐草文系

土器I期も少量ある（20図1～9）。 10、11は同一個体で、もう一つ同様土器大破片が出ている。

21図10は炉車の周構内ピットから出土した。 22図lは炉底に敷かれていた。 2、3は飛騨 ・束漉

系土器、 4～8は下伊那系土器、 23図I～8は咲畑系土器である。石器は石ι（30図4）、打石
鎌4 ( 5～7）、玄武岩剥片石器（8～10）、打石斧（1～15）、球石器（16）、庭石・凹石（17、

18）蔽打器（19、20、31図I、2）があり、角柱状の石（33図3）もあって、 10号住居社出土の

石とともに御物石器に結びつくように思われる。黒曜石剥片20、チャート剥片7ある。

9号住居祉（13、23、24、31、33図）

土器は炉底に敷いていたのがほぼ完形に接合できた (13図10）。唐草文系土器E期の土器（23

図）が多く、下伊那系土器（24図1～4）もある。石器は少なく、覆土上部から彫刻文のある完

形石皿（31図3）、打石斧（4、5）、凹石（6）があり、台石は入口部西に大形肩平石（お図4)

と小形五角形石（5）があって、どちらにも磨面がみられ、特に5はスペスペである。束壁柱穴

地に扇平川原石（7）と三角錐状の石（6）があって、後者は倒れていたが、 立てれば石柱にな

り、川原石は石壇となる。 三角錐状石の三面のうち二面は自然面で、 一面は割面であり、その部

分に鷹面が部分的にみられる。黒曜石は6cm大の角襟片Iと剥片4点ある。

10号住居赴（13、24、25、33、34図）

土器は床面出土の小型土器 (13図11）と埋聾 (12）が器形がわかる。埋実は口縁を欠くが50咽

大の大きな土器で、欠けた部分を打調整して平らかにしている。石蓋はなかったためか、内部は

底部まで木炭が入っていた。 24図5は中期中葉の土器である。他は埋発も含めて唐草文系土器E

期の土器 （24図6～10、25図1～ 5）で、 24図8は石段の石上にあり、 25図1は東壁に接してあっ

た。咲畑系土器（6、7）もある。石器は少なく打石斧（31図9）、敵打器（10）と黒略石原石

( 7、8）と剥片16が入口部丸石附近に集中してあった。 I点であるが8cm大の下呂石もあった0 • 

33図8、9は埋聾に接して床面と平らになるように埋められていた踏み石である。 34図9は西主

柱外に置かれていた平板石で、その上に10の花商岩円柱状の石がのっていた。火熱でボロボロに

なって全長はわからないが、断面土居観察では全長40c皿あって頭部が太くなっていた。 11は北主

柱外に置かれていた断面三角形、側面ソリ状の細長い石（全長40cm以上）で底面はスベスベの磨

面となっており、形や大きさと底部磨面から御物石器の原形と思われる。 13は南主柱の所にあっ

た花崩岩丸石でやはり火熱でポロボロになってしまった。床面部の残在状況から径30岨大である。
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14は入口部荷にあった丸石で、径40叩大と大きい。 12は石壇北に直立していた石棒で、成径18cm、

高さ32但で、頭部まであればlmを越える大きさと思われる。安山岩で全面敵打調整されている。

11号住居祉（13、25、26、35図）

土器は埋型 (13図13）が器形がわかる。口縁部と底部を欠〈胴部で正位に埋めて平板石（35図

l ）を蓋石にしており、蓋石には土器の痕跡が残っている。他はいずれも破片（25図9～16、26

図l～7）で、ほとんど唐草文系土器E期で、咲畑系土器（26図6、7）も少量ある。石器は打

石鍛Iと小形方形の台石2 (35図2、3）のみである。黒曜石剥片20点と 6佃大の下呂石機片が

出ている。

12号住居祉（13、14、26、35、36図）

土器は覆土上部から有孔つば付土器口縁の大破片 (13図6）があり、床面から小形土器完形品

(14、15) lと吊手土器 （14図）完形品があった。 15は口縁部を欠いているか環状把手が対になっ

ており、沈線文で飾るこの時期としては珍しい土器である。吊手土器は角柱状のとなっている優

品である。破片は少なく（26図8～ 13）いずれも唐草文系土器H期である。石器は I点もない。

黒曜石は12点で5点は角礁のままで5～7但大で20～50gのものでこれが打石鍛の原材料となっ

ている。入口部西に集中して出土している。 35図4は炉奥柱穴地に上面が床と平らになるように

埋めであった石坦石で、 5はその柱穴南側に接して倒れていた角柱状の石で石柱であったと思わ

れる。 36図1は入口部地にあった台石で火熱で割れていて、もっと大きかった。 3は南主柱車に

接して置かれていた石で、この上に2の円錐状石の基部がのって倒れていた。この石の上に立石

としてあったと思われるが、基部が丸いので何かをあてがわないと立たない。 4は炉束隅に埋め

られていた直径25cm大の丸石で、ある。 26図12は炉石下にあった土器である。

13号住居祉（26、31、36図）

遺物は少ない。土器はいずれも小破片（26図14～16）で唐草文系土器H期である。石器は石棒

基部片（31図11）が出土している。安山岩製である。台石と思われる石（36図5）もある。

士境（36図）

土域内から出土した土器片は8号住居社炉底に敷いた土器片で崩れ落ちたものである。中央部

の底に近い所からほぼ完形の彫刻がある石皿が出土している。多孔質安山岩製である。

遺精外

今回は遺構中心に調査したので、遺構外出土の土器、石器はない。住居おl：覆土や5号住居士止を
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切って・流れていた水路内から灰軸陶器片が出土している。碗と血片である。他に 2点角柱状鉄釘

が出土している。
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v 調査にかかわって考えた事

l 住居祉の規格性

現在、家を建てる時設計図を書いてから建設するのが普通である。その設計図初現は縄文時代

中期後半E期からではないかと思われる。それ以前の住居祉に規格性はないとは断定できないが

中期中葉から後半I期の住居祉と後半H～E期の住居士止を較べると、その整然たる姿に驚かされ

る。伊那谷から諏訪そして松本平の住居祉に地域性を越えた共通性は、唐草文系土器の広がりの

中であるためと思われる。同じ唐草文系土器分布圏の中にある木曽はどうかと思ってお玉の森遺

跡、の住居祉についてみたら、他地域と同様な規格性が認められた。

平面形態には円形、扇円形、隅丸方形と違いがある。この違いが同一遺跡の中でどのように決

められるのかわからない。しかし、どのプランであっても基本的な規格は共通している。

①遺跡の中でまずどこに住居を建てるか決め、入口の方向を決める。住居の配置は集落全体の

中で、セットとなる住居との兼合いで決まっている。

①入口の方向が決まると、入口から奥へと主軸方向と、主軸の長さを決める。この長さによっ

て住居の大きさが決まる。大きさはその住居に住む人数（家族構成）によって決められる。

③主軸線上に入口部埋聾（ピット）、炉、奥木柱ピットの位置を決める。炉は主軸の中点を基

点にしてそこに入口側炉石の中心をおき、中点から奥壁までの2分のl（全体の4分の l）に奥

炉石を据える。

④炉は方形石固い炉で、奥と両側の炉石は扇平石を用い、扇平面を炉内に向くように立ててお

り、入口側の炉石は柱状または板状の石を用いている。炉石の在り方と炉の位置で入口と奥がわ

かる。炉内掘りこみは深い。

①柱穴は主軸線に対して対称になるように設置される。主柱、入口部対支柱の住居内位置につ

いては、主軸中心からの同心円法、中心角法、主軸線と中点直交線の等分割法などがいわれてい

る。

⑤原則として4本主柱が普通で、円形プランの時は奥主柱と入口主柱とが中点直交線に対して

対称になることが多いが（第37図1、2）、扇円形プランでは入口主柱が中点直交線に近くなっ

ている（3、4）。 6本主柱では中間主柱が中点直交線上にある（5、6）。

⑦お玉の森遺跡ではじめて確認された 2本主柱は中点直交線上かそれに接しである（ 7、8）。

2 10号住居祉から

①まず注目されるのが奥壁部石壇である。村内ではマツバリ遺跡で同時期の石壇が2軒から検

出されている（第38図3、4）。 IUJ形に石を配置し、前石の内側中点に接して石柱を立ててい
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たoそれに対して10号住居祉では扇平石を敷き並べている。最も近い似た敷石石壇は駒ヶ根市反

目遺跡、（2）がある。反目遺跡では中央に石皿を据えており、敷石も横に長〈主柱聞に及んでい

る。 10号住居祉では基本的にはマツバリ遺跡と同様に「IJJに囲み、中央に扇平石をおき、壁沿

い左右に柱状石を置いている。中央扇平石が意味をもっているかも知れない。この石の左右に石

のない空間部があって小ピットが2つ並んであり、火災にあったため木炭がみられ、木柱が立て

られていたことを示す。 2本ずつ4本立てられていたかは不明だが、このことにより石壇のない

奥ピットも木柱が立てられていたことを示す。木柱を立てることのできる深さではないが、マツ

バリ遺跡でも石柱の左右に浅い掘り込みがみられる。

②入口からみて右空間は男の問、左空間は女の聞といわれているが、 10号住居祉では右空間に

丸石が2つ、左空間からは石様、三角柱状石、円柱状石があって、柱穴に接してそれらが置かれ

ていて、意識した配置がうかがわれる。他の住居挫でも台石の置き方が同様である。

右空間の丸石は入口部対支柱と入口よりの主柱に接しであり、床面にピッたりついていた。住

居内丸石は各地で知られており、反目遺跡では左空間奥主柱に接し、茅野市棚畑遺跡（5）では

左空間入口主柱に接しであり、この住居社では扇平石や柱状石も多い。真田町四日市遺跡（6) 

では右空間に2つある。こうしてみると丸石の住居内位置に規則性はないように思える。丸石に

対して特別な意識があって持ちこんでいることはうかがわれる。どの住居祉にもあるものではな

い点は注目したい。お玉の森遺跡では5号住居祉の炉入口側左隅に小形半涼状の石をおき、 12号

住居祉では炉左側奥隅に大きな丸石を据えていた。

石柱状の石の住居内持ちこみは多い。 10号住居祉では左空間の入口側主柱に接して扇平石をお

き、その上に円柱状の石をのせて墜にもたせていた。これに近いあり方は12号住居祉では右空間

奥主柱に接して属平石をおいて、その上に円錐状の石の基部をのせて石は倒れていた。左空間奥

主柱に接して三角柱状の石を床に据えていた。しかもこの石は成面に磨面が見られ特別な使用が

あったことを示している。

石棒は奥主柱と石壇の中聞に直立しており、しかも床面から浮いており、石棒の下に敷ものが

あったことを示している。頭部が欠けているが直径の大きさからみて全長はlm近いものである。

原位置がここなのか、石壇の中央扇平石にのせて使用していたのではとも推定される。

丸石は女性、石棒は男性といわれているが、そうであると置かれている空間からみると、 10号

住居祉は右空間が女の問、左空聞が男の問ということになるがどうであろうか。

①入口部埋聾に接しである「ハJの字形の2つの扇平石には驚いた。住居に入った人がここに

足を置くといった踏み石と思われるが、入口より内側にあって、ここにどのような姿勢で人は立っ

たのかと想像をたくましくさせてくれる。住居内に2つの扇平石を並べた例は棚畑遺跡2号住居

社（7）がある。これは入口側にあるが埋聾とは離れており、「ハJの字形に聞くのではなく並

列している。並列している例は平成9年9月の調査で未報告であるが、お玉の森遺跡と尻平沢川
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を挟んで北にある上の原遺跡3号住居祉にもみられた。しかし、この住居士ti-では埋聾はなく、石

も主軸上ではなかった。

） 
3 12号住居社から

①意識して選んでいる入口側炉縁石。炉縁石（炉石）はいずれもどこに据えるかを考えて川原

転石から選んできているが、 12号住居祉入口側炉縁石は鈍角山形状の石を選び、山頂部が主軸線

上にくるように据えている。同様な炉縁石のあり方は9、13号住居祉にもあり、一つの特償となっ

ている（第39図1、2）。特に注意して文献を見ていないが、関市塚原遺跡に同様な炉縁石の住居

壮（ 3、4）があり、木曽川を通しての交流が考えられる。

②木柱石壇か。この住居祉では炉を挟んで左右（南北）にある 2本主柱を上屋を支える主柱と

し、入口部対支柱、炉奥のを木柱ピットと考えている。このような柱穴のあり方について、 5本

主柱と考える研究者も多い。自分はこの時期の住居祉が炉奥を神の座として特別扱いしているこ

とからと、下伊那型石壇が炉奥ピットを石で囲んでいる（同じ例がマツバリ遺跡にもある）こと

から、主柱ピットではなく木柱ピットと考えている。 12号住居並ではピット北側に接して断面鈍

角形をしている細長い扇平石（第35図4）を平坦面と床面と平らになるように埋めて設置して、

南側に接して長さ61個、 24cm角の角柱状石が倒れていたo 立てると直立するので石柱と考える。

壁際には完形吊手土器があり、祭記の施設（場）と考えられ、ピットの中には木柱を示す木炭が

あった。炉奥木柱ピットは5号住居祉にもあった。

①I戸隅埋設丸石。この住居祉の炉奥東隅の石は直径25cm大の丸石を埋設設置している。 5号住

居祉では炉の入口側北隅外に小形丸石の半球状に寄jったものを置いていた。当遺跡では類例がな

いが、岐阜県や県内の同時期の住居社で炉隅に円柱状の川原石を直立設置するものがある。この

場合は2隅か4隅が多い。丸石ではないが石棒を炉縁に樹立させているものがある。丸石と石棒

とは違っているが、同様に特別意識をもって埋設設置したものと思う。山梨県高根町社口遺跡31

号住居祉では住居廃絶時の行為と思われるが炉内に炉にはめ込むように丸石をおいていた。炉と

丸石と特別なつながりを示す例と思われる。これは廃絶時であるが、当住居it上では使用との関係

が強い。もう少し大きい丸石は10号住居祉に 2ケあって、これは柱に接して床面におかれており、

炉とは離れていた。

④扇平石と石柱。南側主柱の束に接して杓子型の扇平石（36図3）の上に基部をのせた石柱

( 2）が倒れていた。長さ55c皿、基部22cm大の円錐状の石で、基部が丸味をもっているのでその

ままでは直立しない。支える円座があったものと思う。扇平石の上に基部が丸い円柱状の石を置

いたものは10号住居祉にもあったo 問機な円座があったものと思われる。

石柱（立石）と思われる石は5号住居士止で入口部（32図4）に、 10号住居壮では束壁に接して

三角柱状の石があり、割面に磨痕がある（33図6）。この石の南には石壇と思われる石（ 7 ）が
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ある。

4 住居内に持ち込まれた石

今回調査した住居士止には人為的に石を投げこんで埋めている住居士止がいくつかあった。それら

の礁は遺跡内にある角礁が殆どであった。こうした角礁とは違って床面から川原石がいくつもあっ

た。大小の川原石があるということは尻平沢川や木曽川から持ち運んできたものであり、遺跡ま

で運び、住居内に置くということは目的意識があっての行為と考えられる。何を目的にしたかが

課題である。武藤雄六さんはこのような石は、調査時に石があるなと一瞥するだけで取りあげて

観察していないのが普通であるので、研究者はこの石に注意しその目的を考えるべきだと蘇らせ

たい石と指摘している。今回の調査で一見してわかる川原石なので多くを取りあげて作業所に持

ちこんだ。

もう一つ、調査中に作業員のおじさんに指摘されたのは花筒岩の存在でした。 5号住居士止と12

号住居杜では炉縁石に、 10号住居祉では丸石と石柱に花筒岩が使われていた。他は全て砂岩であ

る。おじさんがいうのに宮の越の木曽川には花筒岩はないということでした。木曽川では白い川

原、黒い川原という言葉がある。木曽福島町から下流、特に上松町の滑川が合流してからは川原

の転石は全て花筒岩で白一色である。日義村から上流は花商岩は全くなく砂岩、粘板岩ほとなの黒っ

ぽい石のみで黒い川原といえる。お玉の森遺跡の花樹岩は日義村と木曽福島町の境となっている

正沢川までいかないとない。距離にして南へ3kmで、途中にマツバリ遺跡があり、 700mの木曽

川に較べると速いが、わざわざ足を運んで持ってきている。

住居社内の川原石を見ると多いのが台石である。台石には三種類あって、直形60cm大の長く大

きい台石で5 (32図2、3）、 9 (33図4）、 11号住居祉にあって、 9号住居祉の台石には磨痕が

ある。 33～40也大の扇平川原石は5新（32図l）、 12(36図l）号住居祉にある。 もう一種は20

～30大の小形方形の石で、 6 (33図l）、 7 ( 2）、 9 (5）。 11(35図2、3）、 13(36図5）号

住居祉にあって、 9号住居社のそれはスベスベの磨面がある。これらの台石の多くは入口右にあ

る例（5例）が多い。この附近から黒曜石やその剥片が集中して検出されているのも作業場と台

台の関連を思わせる。

角柱状の石は8、9、10号住居祉にみられ、 9号住居士ti:のは三角錐形で石柱と思われる。 8号

住居祉のは三角錐状で（33図3）、基部の突起のある方を上面にして床におかれていた。 10号住

居祉の断面三角形で長い方の一端が舟底状にあがる石（34図11）は全長4lc皿、高さ17cm以上、底

面巾12岨の大きさである。底面は全面的に謄面となっていて、この磨面底部を床につけておかれ

ていた。8号住居祉のそれと共に御物石の祖源となる石のように思われてならない。
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5 住居内墓蝋

8 it住居士Ii:内に炉の一部を壊して土城があった。内部に礁を充満させ、その上部に標識のよう

に特別に大きい礁を据えていた。土繍内からは略完形の石皿があり副葬品と思われる。人骨は検

出されなかったが、貯蔵用の土杭ではなくて人を埋葬する墓験と考えた。

住居内埋葬は廃屋葬といわれている。関東に集中して類例が多く、それらは床面か覆土中に埋

葬され、床面に土械を掘ってという例は少ない。中期後半から後期にかけて多いという。 8号住

居祉の墓械にもっとも似たのが千葉県千葉市加曽利南遺跡JDl6号住居祉（39図6）で、人骨も

残っており仰臥屈葬している状態がよくわかる。当遺跡のもそうした埋葬であったと思われる。

普通、墓墳は中央広場につくられている。このように住居内にある例は少ないので、 8it住居士止

と関係のある人の埋葬と考えられる。特に8号住居祉は半載木柱を主柱としている他の住居社と

は全く違った住居構築であるので、この居住者は日本海岸地域とつながりのある特別な人とも考

えられる。半載木柱は石川県から新潟県の地陸地方に類例が多い。ただ時期的にはお玉の森遺跡

は中期後半であるのに、北陸は晩期という時間差があり、今後、住居例について注意して見てい

かなければと思う。

6 吊手土器

12号住居社からは奥壁に接して完形吊手土器が出土した。木曽地方では三岳村若宮遺跡、に次い

で2例目である。左右に角柱状中空の把手を立てた優品で、宮城孝之さんの論文によると第I種

で、中期後半E期に盛行し、松本平、伊那谷、諏訪そして山梨県に分布するという（40図I、2）、

第I種の多くは鍔下の鉢部に橋状把手をつけていない（5）が、当遺跡のは角柱状把手の下に橋

状把手をつけている。同棟に橋状把手をもつものは上伊那郡箕輪村北高根遺跡、（4）にある。ど

ちらも押引き沈線文で飾っており器形だけでなく施文まで共通しており、権兵衛峠を越えて上伊

那北部とのつながりが考えられる。

7 住居の廃絶

竪穴住居は居住者が住むために作られたものである。現在もそうであるが住居の廃絶にはいろ

んな理由があり、昔も今も変わらない理由でその住居に人が住まなくなる。大きくは3つの理由

が考えられる。まず住居が古〈痛んで住めなくなった。次に、居住者や居住集団（集落）の移動、

そして不慮の出来事（火災、洪水、病気、死等）ですてる。の3点である。住居をすてるにあたっ

ては、上屋をそのままにして自然崩壊させる。もう一つは人の手で上屋を壊す場合があって、後

者には建築材など取りはずしてから周囲の石を投げこんだり土で埋めたりする場合と火をつけて

消失させる場合がある。

お玉の森遺跡の調査は工事着工がせまっている。調査費がないということで用地内の遺構を確
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認しその検出に急いだため充分な観察のできない調査であったo事業主体者に何等かの事情があっ

たのか土地造成工事はされないままに一年たった。冬を越した後と丁度一年たった後、各住居担l:

がどうなっているかみた。 一冬越えた住居祉は冬の霜や凍上で壁上部が崩れ落ちていた。（第25

図版）。一年たった秋には遺跡地は草が大きく成長して入って歩くのに苦労したが、住居社内に

は草は殆ど生えていないが、周囲にはすごくツル草が竪穴壁へとのびていた。来年は住居社内に

も草が一面に生えているものと思われる。一年の経過をみてわかったことは竪穴住居祉に上屋が

ないと壁面は上部からどんどん崩れていくが、その崩れは住居内面採くまでは入らない。中央部

までスリ鉢状になるには年数がかかるか、洪水などでの土砂の流れこみがないとだめである。調

査時に壁面が直であることは、上屋構造物が残っていたことを示す。あるいは普通ローム面で検

出するがローム函よりさらに上層の黒土中に掘り方があったり、壁外に土手状の盛り土があった

のかもしれない。もう一つは人為的に埋没したために壁が崩れていないとも考えられる。

住居祉の炉をみると、炉縁石が全て取りはずされているもの（7、10号住）、一部残されている

もの（6、8、11、13号住）、全部残っているもの（5新、 5旧、 9、12号住） とあって、炉石

をはずす行為は住居廃絶行為で、炉石を新住居にもっていって再使用する場合もあるし、住居内

床や住居外にすてることもある。 6、10号住居祉では炉石をとりのぞいた後に炉内に礁を充満さ

せており、何かを封鎖する行為と思われる。以前調査した3号住居社も含めて、 3、5新、 6、

7、8、11、13号住居祉は住居内に石を投げこんで埋めており、 5旧、 9、10、12号住居祉は家

屋に火をつけて焼失されている。どちらも人為廃絶であり、前者を投げ込み廃絶、後者を焼失廃

絶と区別できる。前者には器形のわかる土器の投げ込みはなかった。

8 住居のセット関係（第41図）

用地内の住居右上をみると、尻平沢川扇状地に扇頂部から山より扇縁、そして扇端にと孤状に住

居祉が並び、中央に空間があり中央広場をつくっているようにみえる。こうした住居の配列は当

初からあったのではなく、何回か建て替え移動したりするうちにできた結果で、 10軒がずっとあっ

たのではない。住居の時間差は土器の上からは区別できないので、土器の一型式の時間内（数十

年くらいといわれている）にくりかえされたものである。 13号住居祉を12号住居祉が切りあって

いることや、 8、9、10号住居祉の接近状態から同時存在は考えられなく、 2～3回のくりかえ

しと思われる。

住居祉の大きさをみると大、小の違いがあり、これは大＋小のセット 2棟単位が考えられる。

そうしてみると、 3ー13号住居祉は主柱穴の配置に共通性がみられ、 8-1 1号住居祉は炉の残

存状況や入口方向が同じであり、投げ込み廃絶である点に共通性がみられる。 12-9号住居祉は

炉石が完全に残り、焼失廃絶が共通していて、これらのセットは妥当に思われ、時間的には12-

9号住が新しい。 10号住居祉の相手がわからない。炉をこわして石で埋めている点では7号住居
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祉と共通し、住居社出土土器片が接合した点結び‘つける要素があるが、廃絶行為が焼失と投げ込

みの違いがあり、どちらも大一大である点ためらいを思う。 5号住居おl；は焼失廃絶で共通するが、

炉の残り方が全く違うし、大一大でもある。同じ大一大なら10一7号住居祉の方がよい。 5号住

居おl：は新・旧の2つがあって、どちらも炉石は残るが、旧の方は焼失廃絶で、 12-9号住居士l上と

同じで同時性を思わせる。投げ込み廃絶でみると 7-6号住居祉の大小も結びつきが考えられる。

用地内南西部については調査地外にも住居祉の存在が考えられるし、建物があって調査できなかっ

た北隅にも住居の存在が考えられる。

10号住居祉はこの遺跡の中で特別な住居であって、単独存在があったとも思われる。

5号住居祉は炉石を残して焼失廃絶し、その中に小さく新住居祉をつくっている。どちらも炉

石を残しているので、どちらも結びつく相手は調査地内にはないが、こうしたあり方から、今回

の調査で検出された住居祉は、人為破壊し投げ込み廃絶した 3-13、8-11、7-6の3群が古

く、 12-9' 5旧がそれにつぎ、 5新が一番最後という 3回の建て替え移動が考えられる。

鮒以前検出住居士t（第42図）

l号住居士!l:は昭和37年 (1962）に水道管埋設工事で炉が検出された。今回調査した用地の東山

裾である。 2号住居社（42図2）は昭和37年秋、水道管埋設構断面に竪穴住居祉が確認され、そ

の一つを調査した。直径4mの西南半分である。その後の開発で現在どの地点かを確認できない

が、国道より木曽川よりの水道タンク附近と思われる。 3号住居士!l:( 3）は日義小中学校水道タ

ンク建設に伴って49年 (1974）に調査したもので、南北6.40m、東西6.40mの円形住居祉で、入

口は西である。炉石の一部残しこわされた方形石固い炉である。主柱は4本主柱であるが、前主

柱が炉の左右にあるという12、13号住居祉と共通するあり方である。この住居祉は今回調査した

用地内にある。 4号住居祉（4）は平成2年（1990）に名鉄宅配センター建設に伴って調査した

もので、 4.OOm×4.40mの隅丸方形で、炉は奥炉石を残して取りはずされている。 4本主柱で入

口部ピットがある。入口は東である。
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第37図 住居祉の規格性 1・2 4本主柱円 3・4 4本主柱扇円

5・6 6本主柱 7・8 2本主柱
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ふ り カf な ながのけんきそぐんおだまのもりいせき
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冨リ 書 名 のむら木材株式会社用地造成事業地内

ン ーズ名 日義村の文化財

シリーズ番号 l 2 

著 者 名 神村透

編 集 機 関 日義村教育委員会

所 在 地 干399-6101 長野県木曽郡日義村1600-1

発行年月 日 1998年3月20日

遺 跡 名 お玉の森遺跡（日義村1777)
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調 査 原 因 新規事業に伴う用地造成

調
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遺’ 構 縦穴住居社9、土城I
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結
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果
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-91 -



日義村の文化財（調査報告書）

l 『御霊森遺跡発掘調査報告書J（昭和51年3月）

（日義学校配水池築造に伴う緊急発掘調査報告書）
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